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昨年度に引き続き２回目の秋田県ラウンドは，県内各地はもとより，山形県・岩手県からもご参加をいただ
き，総勢２７名で開催することができました。
話題提供及び意見交換では，熱く語り合う時間となり，開催にあたり各方面からのご協力に対しまして心よ

り感謝いたします。

１ 話題提供 「第３４回秋田県学校体育研究大会秋田大会に向けて」
今回は，秋田市実行委員会より，小・中・高等学校のそれぞれの実践について話題提供がありました。
秋田市大会に向けた取組について，秋田市立牛島小学校の髙橋先生からは，研究主題に向けたこれまでの

取組の紹介がありました。今後の課題として「研究授業を通して得られた成果を，子どもの実態に合わせて
実際の授業にしていく教師のコーディネート能力の育成」「各校種での授業実践による検証」の2点が挙げ
られました。
小学校の取組として，秋田市立勝平小学校櫻井先生より、第1学年における「多様な動きを作る運動遊び」

の実践について紹介がありました。教師が提案した「おしり歩き」「足首もって歩く」「クモ歩き」を行い，
わくわくカードゲームでは，カードに書かれている動きにグループ全員で取り組む様子が映像で紹介されま
した。楽しみながら運動に取り組んでいる様子が伺えました。
中学校の取組として，秋田市立下北手中学校の平野先生より，市内の中学校1年男子の取組が紹介されま

した。体力を高める運動について，もとになる動き（提示する動き）→工夫した動き（できるやり方に）→
発展した動き（創る喜び）の流れで実践された内容でした。今後「提供する基本の運動を選択する」「運動
の工夫の仕方の例を作成する」という課題が挙げられ，さらに，生徒に分かりやすく取り組みやすい教材づ
くりをしていこうという意気込みが伺えました。
高等学校の取組として，秋田市立秋田商業高等学校山本先生より，「アンケート結果をもとにした生徒の

実態把握」を行い，その結果を分析し，今後の授業づくりに生かしたいという内容でした。他領域及び体育
理論との関連を図りながら，実践を行っていきたいという興味深いものでした。

２ グループ協議
話題提供を受けて、改めて「体つくり運動」に示されている内容につい

ての理解を深めなければならないことや実際の指導で「指導と評価の一体
化」についてどうあるべきかということが話し合われました。
系統性について，実践の内容において小中・中高の接続について、普段

感じていることなども話し合いながら熱心な協議が行われました。 写真
「今後の課題がはっきりと見えて良かった。」「体つくり運動の内容を学

べる機会にできてよかった。」「系統性についての考え方が勉強になった。」
「こうした勉強ができる会をこれからも行いたい。」などの声がありまし
た。

３ まとめ ～佐藤 豊先生のご指導から～
佐藤豊先生からは、大会テーマとの関連から大きく２つの視点でまとめがありました。

体力を高める運動の体系化について 指導と評価の一体化について
・体系化とは，一直線上に技能を高めるというこ ・教えるべき内容をしっかりと教え，評価機会を工
とではなく，４・４・４のまとまりにおいて，発 夫することが大切であり、できる・できないを単に
達の段階に応じたそれぞれのねらいがある。 見取るのではなく「態度・技能」に関しては評価機

会の設定を工夫することが大切である。

小学校 中学校 高等学校
１・２年 ３・４年 ５・６年 １・２年 ３年 入学年

次
その次の年次以降

•体力の向上を直接
のねらいとして
•体の柔らかさや巧み
な動きを高めるため
の運動に重点を置く

「体力を高める運動」の具体的な指導内容 ～体系化～

•体の柔らかさ、巧み
な動き、力強い動き、
動きを持続する能力
を高めることをねらい
を設定

•健康に生活するための体力、
運動を行うための体力を高
めるなどの自己の体力に関
するねらいを設定

•「健康に生活するための体力」の向
上や「運動を行うための体力」の向
上など、体力や生活の違いなどの個
人個人のねらいに応じること

体のバランスをとる
運動遊び

体を移動する
運動遊び

用具を操作する
運動遊び

力試しの運動遊び

体のバランスをとる運動

体を移動する運動

用具を操作する運動

力試しの運動

基本的な動きを
組み合わせる

力強い動き及び
動きを持続する能力
を高める運動

体の柔らかさ及び
巧みな動きを高め
る運動

重点
体の柔らかさを
高めるための運動

巧みな動きを
高めるための運動

動きを持続する能力
を高めるための運動

力強い動きを
高めるための運動

組み合わせて
運動の計画に取り組む

健康の保持増進や調和の
とれた体力の向上を図るため
の運動の計画を立てて

取り組む

○運動を行うための体力を
高める運動の計画と実践

○健康に生活するための体
力を高める運動の計画と実
践

自己のねらいに応じて、健康の保持
増進や調和のとれた体力の向上を
図るための継続的な運動の計画を

立てて取り組むこと

○自己のねらいに応じた運動の計
画と実践

•健康に生活することをねらいとして

•体力を高めることをねらいとして
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ゲームⅠ

易しいゲーム

共通メニュー（整理運動、振り返り、次回課題等）

共通メニュー（準備運動、今日の学習内容の確認）※体ほぐし運動の活用

前学年の復
習

キャッチテニス
ハンドテニス
ホッケーテニス

動きやゲームの様相 「空いた場所への攻撃を中心にラリーを続けるゲーム」

ゲームⅡ
（４人ラリーゲーム）

ラケット操作 ②
①の復習・ショートラリー・

グランドストローク・スマッシュ・サーブ・ラリー

ボールを持たないときの動き

課題別練習
グループ別練習

グループ別対抗戦

ラケット操作
①

ラケットの持ち方
ボールつき

ドリブル・ネット打ち
ボレーボレー・一本打ち

(ｽﾎﾟﾝｼﾞﾎﾞｰﾙ・ﾃﾆｽ
ﾎﾞｰﾙ)

ゲームⅢ
（３人ラリーゲーム）

ゲームⅣ
（２人簡易化ゲーム）
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1   指導機会 2    継続期間

①

3    評価機会
（形成的）




